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※標準横断図は代表的な断面であり、場所によって異なる場合があります。
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協和バイパスは、速達性向上や交通事故の減少、物流ネットワークの確保を目指します。
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4車線
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80km/時

国道50号

6.3km

自：茨城県筑西市横塚

至：茨城県桜川市長方
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国道50号協和バイパス道路計画

主要地方道
４車以上 ２車以下

筑西幹線道路

４車以上 ２車以下

４車以上 ２車以下

一般国道（直轄国道）
４車以上 ２車以下

一般国道（補助国道）

一般国道（直轄国道）
［事業中］

一般県道

２車以下４車以上

高速道路

❷ 桜川市側（R2.2撮影）❶ 筑西市側（R2.2撮影）

至 水戸

至 結城

▲門井交差点付近の混雑状況

至 水戸

至 結城

▲国道50号を通る物流車両
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用地買収着手

群馬県前橋市と茨城県水戸市を結び茨城県の東西軸を担っている国道50号において、当該区間は県内の国道50号における2車線
区間で混雑度がワースト1位となっており、速度低下に起因する交通事故が発生しています。
協和バイパスは、交通容量を確保することによる幹線道路の速達性向上や、交通事故の減少による安全性確保、道路ネットワークの
連携強化による物流生産性の向上に寄与する事業です。

平成22年7月

令和2年4月

都市計画決定

事業化（L=6.3km）

協和バイパスを整備することによっ
て、

幹線道路の速達性向上

当該区間整備により、交通容量を確保し国道50号の
速達性が向上します。

渋滞ボトルネックの解消により、著しい速度低下に
起因する交通事故が減少します。

幹線道路の安全性確保

国道50号の隣接区間や筑西幹線道路との連携強
化による物流生産性の向上に寄与します。

道路ネットワークの連携強化による
物流生産性向上を支援

電子地形図25000（国土地理院）を加工して作成

令和4年度


